


大治５年(1130)６月１１日 下総権介平経繁寄進状案

大治５年(1130)６月１１日 下総権介平経繁寄進状案

大治５年(1130)６月１１日 下総権介平経繁相馬郡布瀬郷文書注文案

大治５年(1130)８月２２日 皇大神宮権禰宜荒木田延明請文案

大治５年(1130)１２月 日 下総国司庁宣案

天養２年(1145)３月１１日 源義朝（？）寄進状案

久安２年(1146)８月１０日 下総国相馬御厨下司平常胤寄進状

永暦２年(1161)正月 日 源義宗寄進状

永暦２年(1161)２月 源義宗請文案

永暦２年(1161)２月 源義宗請文案

永暦２年(1161)２月２７日 下総権介平常胤解案

永暦３年(1162)４月１日 下総権介平常胤申状案

永万２年(1166)６月３日 源義宗（？）起請文案

永万２年(1166)６月３日 源義宗（？）起請文案

永万２年(1166)６月１８日 大神宮権禰宜荒木田明盛起請文案

仁安２年(1167)６月１４日 皇太神宮権禰宜荒木田明盛和与状案

仁安２年(1167)６月２０日 外宮禰宜度会彦章（？）書状案
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大治元年(1126)6月、常晴、常重を養子として相馬郡を譲る。10月国判。

大治５年(1130)６月１１日下総権介平経繁、相馬郡布施郷を皇大神宮
に寄進(1278 1279 1280)。12月国司庁宣(1289)
保延元年(1135)2月、常重、常胤に相馬御厨地主職を譲る。

保延2年(1136)7月15日国司藤原親通、公田官物未進ありと号し、常重
の身を召籠む。11月13日庁目代紀季経、相馬・立花両郷の新券を押書。

康治2年(1143)、源義朝、常重より圧状を責め取る。

天養２年(1145)３月１１日源義朝、相馬御厨を皇大神宮に寄進(1338)。
久安2年（1146）四月、常胤、官物未進分進済により、国司より郡務を認
められる。8月10日常胤、相馬御厨を荒木田延明に附属(1343)。
永暦2年(1161)正月、源義宗、相馬御厨をニ宮に寄進(1405)。2月27日、
常胤、相馬御厨をニ宮に寄進(1406)。








